
3.新システムの問題点1.HONIR 2.新読み出しシステム

・可視1バンド、近赤外1バンドでの同時撮像

・赤外線検出器は16ch同時高速読み出し

対応の VIRGO-2k (HgCdTe , 𝟐𝐤 × 𝟐𝐤)

・現行は4ch読み出し(約5s)で15年前に製造

現行HONIR

口径1.5m。駆動速度は

方位方向 ： 5度/秒 高度方向 ： 2度/秒

このサイズでは世界最速クラス

広島大学かなた望遠鏡

望遠鏡装着時に読み出し不良

4.本研究の目的

望遠鏡装着持に正常な読み出しが行えない原因を調査 ・改善し,新システムの低ノイズでの観測投入を目指す

・16chによる高速読み出し (約1.2秒 )

→かなた望遠鏡のメインサイエンス

である突発天体に対して有効

・２０１２年開発開始

・２０１４年、実験室での低ノイズ

（𝝈 ≤30𝒆− ）読み出しに成功

5.2.AC電源ノイズ調査

望遠鏡モーターのインバータ由来のノイズ発見

振幅：~𝟑𝑽 ・ 周期 ：1MHz  ・ノイズ群の反復周期 ：20kHz

グラウンドから侵入

電源供給ヵ所によってノイズレベル異なる

5.3.通信障害への対策

不安定なグラウンドによる通信障害が不調の原因

5.望遠鏡装着時の読み出し不調の原因究明

読み出し成功

𝝈~100𝒆−
𝝈~30𝒆−

実験室

しかし。。。

実験室系と比べるとノイズが高い

この原因を調査

6.2.スパイクノイズの特徴

6.望遠鏡装着時にノイズが高くなる原因

𝝈~ 100𝒆−

低周波(𝟏𝟎−𝟏𝑯𝒛)

補正可能

スパイクノイズ

7.まとめと今後

①望遠鏡装着時の読み出し不調を解決

②ノイズは高周波(許容範囲) ・低周波(補正可能)

残るはスパイクノイズ(回路の見直し)

③来年度中の観測投入を目指す

望遠鏡装着時

実験室

𝝈 ≥ 𝟏𝟎𝟑 𝒆−

𝝈~𝟑𝟎𝒆−

3V

10𝝁𝒔

1.2秒

5.1.供給電源によるノイズの調査

𝝈~𝟑0𝒆−

高周波(𝟏𝟎𝟓𝑯𝒛)

許容範囲

実験室 ： 𝝈~𝟑0𝒆−

読み出し

システム
電源
供給元

望遠鏡 ×

ドーム
内壁

〇

望遠鏡からの

電源に問題あり？

PC・新システム間のグラウンドを一致させると

6.1.新たに見えてきたノイズ

スパイクノイズ

上の画像は積分前後の
2枚の差分を用いて生成

・一列の最初と最後

・一列ズレが生じる

・y方向に依存性あり

・常に同じ列に発生

チャンネルの変わり目

差分前の画像

Counts≥2.4× 𝟏𝟎𝟓𝒆−

ホットピクセル

積分前後でパターンが異なる

10枚の
標準偏差

低周波補正後

その他のピクセル
Counts~𝟏𝟎𝟓𝒆−

30 × 40𝑝𝑖𝑥

回路の見直しで対応予定

100 × 200𝑝𝑖𝑥

AC電源#2AC電源#1
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